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忘 年 会 の ご 案 内

今年 もいよいょ押 し詰 まりあと半月とな りましたが、皆様 いかがお過ご しで

しょうか。お伺い申し上げます 。

さて 、クラブ恒側の忘年会 を例によって下記の とお り開催 いた しますので御

案内申 し上 |ザ ます とともに、多くの方々の御参力11を お待 ちいた してお ります。

|. j己

日 時  昭和62年 12月 30日 (水 )午 後 6時 か ら

場 所  とんかつ赤松 駐 31-804S

(瓦 町か ら北方へ 、フェリー通 り200m)

会 費  6,000円 程度

中込先  庶務担 当 JH5LYW 三好 まで (I■ 89-3623)

締  切    12ナ ;27日 ま
｀
こ

tJ A.5AA局  く動 SY

拝啓 秋冷の候 ご清栄の段お喜び中し上げます

日頃は公私共に何かとお世話にな り誠に有難 うございます

さて 私共

今般 下記に転居いた しまとィたので取敢えずご通知かたがたご残拶中し上げま

す 当地へお越しの節は是非お立寄 り下さい           敬 具

昭和62年 1り詢 5日

〒 770徳 島市沖浜町 544番地 (懃 0386-54-7093)

久 米 i三  雄

(番 川クラブ御一月に何分よろし′くお伝え下さい―…―との御伝言です )

今年もこの号でおしまいです。みなさん、この年はいかがだったでしょうか,

来年は瀬戸大橋鮮覧会・大橋聞通と四国われ らが香川にとって、大 きな転換

期となる年です。そしてJARL第 30回 通常総会が トリプル香川で湯|か れます。

、IAlマ L会 員になって、この総会に参加しましょう。また、特別記念局の運営に

協力しましょう。

それでは、よいお年をお迎えください。 昭和62年 よ さようなら……………
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JA5AHM 天野 英弘

去る 7月 20日 、中曽根内閣総理大臣主催による 1芸術文化に活置 された人び

ととの懇親のつどい」が総理官邸の中庭で催 され ました。

人間□宝をは じめ各界の第一人者 、また、今をときめ く人び とな ど約1500人

が出席 。図 らず も、私 もその中の一人 と して文化 ll鷺 興の分野で総理 より招待を

受け、XYl,(JA5CB「 )同 伴で出席 しました。

総理は出席者 を前に、「今 日ここにお集 まりの皆 さんに 1′

`雨

までが会 いたい

といって戻 って来 ました。1と ユー‐モアを交 えなが ら、「マスメデ ィアが発達 し

ている現代社会で 、政治が与 えることは少な く,;)|:惑 をかけることの方が多い。

政治は短 く、芸術は永 しだ。 しょせん政治は芸術文化に奉仕す るためにあると

考 えてお り、入場税引き ドげや外国 との交流の機会 を増やすな ど皆 さんに奉仕

したい。」と歓迎の ことば を述べま した。

これに対 し、被招待者 を代表 して建築家の黒川紀章氏が、「 人生・国家の 目

標は豊かな文化を作 ることだ。行政・政治は もっと文化的にな る必要がある。

そのために も今の文化庁 を文化省に格上げ しては しい。」とあいさつ 。

これ を受けて乾杯の音頭をとった塩川文部大臣は、 1皆 さんの結集 した力で

文化省創設に向けて努力 したい。また予算 も増や したい。1と 答 えま した 。

中庭では各所に模擬店が開かれ 、各人が好みの ごちそ うを項 きなが ら歓談の

輪がで き、また 、いかに も芸術文化の分野におけるパ‐―テ イー らしくタレン ト

な どの姿 もあちこちで見 られ 、和やかな中に も華やかさのある風景で した。

パーテ ィー も終わ りに近づ き、訪間の記念 にとカメラを構えたところ、官邸

の方が 、 |‐ せ っか く官邸へ来たのだから、官邸 らしいところで写真 を写 しなさ

い。1と いわれて、官邸の シンボルである『大将のいす』の前へ案内 して下 さり、

建物の説 :1月 を受け、記念写真 をとってくれま した 。ふだんはプラウン管 とか活

字で しかお 目にかかれな いよ うな方がた に直接会 うことがで き、本 当に楽 しい

ひ ととさを過 ごす ことがで きま した。

また出席者には総理か ら記念品 として 、本願寺 に伝来 され る室町時代初期の

「蓬莱文様 白鋼鏡 」か ら採った図柄で、千歳の松 と海辺の波に鶴亀の遊ぶ 目出

たい蓬莱山の有様 を現わ した 、造幣局特製の青鋼に金メ ッキ した古鏡文鎮 を項

き、その重 さと感激、さらには心地 よい疲労感を体 いっぱいに感 じなが ら帰途

につきま した 。
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JH5ECK松 野試覧氏よ り下記のとお り依頼があ りました。当クラブとし

てもJARL通 常‡(i会 や瀬戸大橋博 '88特 別記念局運用など相互 |′名力の観点か ら参

加することに しま した。クラブ員の皆様 も時間の都合がつく限 り運用等の協チ′

をお願い します。

『第 1日 高松冬の まつ り』アマチェア無線記念移動局開設企画書

拝啓 貴会ますます榔活躍のことと拝察いたします。 i:1頃 、
.ア マチュア無線

精神高揚のために、QSOす るOM各 局のアクテ イビテ イに深い造詣の念を、

尊敬の眠差 しで感 してお ります。

表題の通 り、高松において「第 1回 高松冬のまつ り」が高松栗林 LC、 高松

市の主管・後援で計画実施されることになり、既に実行委員会 (委 員長 :脇

信男 高松市長 )が数 [ヨ1開 催されており、タイムスケジュール も完成 しており

ます。

『 しあわせありがとう』をコンセプトとして、高松栗林ライオンズクラプが

創立 25周 年記念行事として、子供たちのために光 と星と愛と雪をプレゼント

するイベントです。

ここにおいて、我々ハム仲間が全国ハム仲間の先頭に立って、子供たちに夢

を与えるイベントを全国へ、世界へ少 しでも伝えられることが出来ればと思い、

「記念移動局」を会場内に特設する計画をしてお ります。

全国へはKSB瀬 戸内海放送を通 して放映されますが、ハムはハム沖間でこ

のまつ りを全国へQSOし ませんか。ご協力をお願いします。    敬具

高松栗林LC 松野 誠寛 (JH5ECK)

日 時 I:l::和 62年 12月 19日 (土 )～ 25日 (金 )18:00～ 21:00ぐ らいの間

場 所 :高 松 中央 公国内特設会場 (無線局専 用プ レハ プ を予定 )

運 用局 :JA5RI_′ /′ 5(予 定 )

運 用帯 :3.5ヽ11iz 熟側z 21 Miセ  144MHz 43mttz

QSL.:記 念 カー ド発行 /第 30回 JARI′通常 lil会 の案 内を明記

予 算 :総 額 35万 円 (実 行委員会 負担 )
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ζ目9～28MH産
フマチュ:刀電ンド使 分を改正
JAPL周 波数委員会では,l.9～430MHzの 各アマチユアバンド使用区分の見直しについて,理事会から諮

問されていましたが,同委員会からこのほど 1.8～28MHzの各バンドのものについて答申がありました。

この答申をうけて,10月 10日 、11日 の両日にわたつて開催された第303回 理事会において審議,承認されまし

た。答申の内容は,次のとおりです。

なお,18MHz及び24MHzバンドについては,将来これらのバンドが解放された場合を想定したものです。

l.見 直しの基本方針

1 9Nilz-28MHzの アマチュアバンドの使用区分の見直しについては,次のような基本方針で対処することとした。

1.H「 バンドのパンドプランは, IARU第 1地域において:1, 従来から籍li定 されていたが, 第 21也域においては1986 、_
年1011,X,第 3 jt,に おいては1985年 11爆 にそれぞれ制定されているので,こ れらのパンドプランとの整分をHる

ものとする。

2.使用区分は,で きるだ1'前 潔なものとし:ア マチェア局が
'Π

解して守りやすいものに整理する。

3 使
":区

分は,1亡 波の型式の新表示方法との関連を考慮して,「 CW(電 信)● ,「 AM/SSB(電 話)」 .「 FM(電話)」 ,

「データ」,「画像」,「衛狂」及び rレ ピータコ |こ 分類し,区分する。

4_振幅変調系の電波と周波数変調系の電波は,イ丼用させないものとする。

3.音 声年による交信を併購する画像及びデータ通信は,電話の区分内において行うことができるものとする。

6.28Ⅳ
"!2バ

ンドの F MlE波 の占布周波数帯幅は,周波数の有効利用を考慮して狭器〕12化 を図るものとする。

II`改正の内容

1.使用区分の表示についで

現行の使用区分はt波の型式によって表示していたが、見直し案においては、電波の型式の新表示方法との関連を考慮

して,アマチュア局の電波を次のように伝送情報等によって表示することとした。

(1湘送波をモールス符号により断続したtt波は,「 CW」 とする。            ‐ .=

(f列 :Al:EI度 )

(0搬送波を音声又はモールス符号により振幅変調した電波 (音声等による交信を併月,す る画像又はデータ通信のi波を

含む。)は「AM′/SSB」 ,周波敗変調のものについては「FM」 とする。

(Flj:「AM/SSB」 :A2,A3,A3J電 波等,「 FMJ:F2,F3t波 等)

C)搬送波をコンピュータ等によって処理した情報により変調した電波は,「データ」とする。

1例 :Fl(RT'「 Y,′ ケヾット等)電波,F2(28MHz以 上のバンドにおけるRTTY,ノ :ケ ット等)電 流等)

C)搬送波を影像により変調した電波(ATV電波を除く)は ,「画像」とする。

(例 :3A4(FAX), 31'4(FAX), 3A9C(FAX),F｀ 9(FAX), 3F5(SSTV)電
=々

等)

C)JARLの開設するアマチョア業務の中継り1,無線局に使用する電波は,「 レピータ」とする。

C)′ ■ヽ綺 星に関設するアマチュア局に使用する電波は,「衛ヱ」とする。

2.各バ ン ド1■ おける改正点及び新 !口対照の使用区分につ tヽ て

鶴 1,9/3.5/3.OMHzバンド

1 9MH2-3.8MHzバ ンド:現行どお
'′

.,

(斯 )

ハ摯/ヽ S■ OW A鷺 /SI● ,CW
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口 7/1OMHzバント

7M::こ バン ド

10MH2パ :ン ド

7.03o-7.o40k卜 12σ :)′

=〕

;皮 口演11浄 :=

現行どおり。

海 外 の 局 との デー タ通 信 に使 用 す る こ とが で き るよ うに脚 注 に表 示 した。

(lVi)

(;主 )

(l臓 )

7,030‐ 7,040kHzの 周 波 数帯 は ,海 外 の局 との デー タ通 信 に使 用 す る こ とが でき る.

●●V●●

腱  14/10MHZバ ン ド

14MHzバ ン ド :① 14,100-14,1,OHHた の 周 波 数帯 ;二 お い ては,14,103kHz前 後 で行 わ れ て い るデ ー タ通 信 の 運 用 実 態 を考 慮 して .

当分 の 問,主 に海 外 の 局 との デー タ通 信 に使 用 で き る よ うに脚 注 に表 示 した。

(2)国際 ビー コ ン計 画 (18P)の 一環 であ る NCDXF(Northern calr● rnia DX F●undatiOn)の ビー コ ン電 波の

周 波 数 (14,100kHZ)を 脚注
`■

表示 した。

18MHzバ ン ド :IARU第 1,第 3地域 の バ ン ドプ ラ ンに合 せ て、 新 た に制 定 した。

(新 )
L二■ ^“

/SS3.C"
1菫 :

L」
!子
は

(ii | ) 14, 100-14, tl0kilz oI3;EfifiStl' 当分 の 問 ,主 に海外 の 局 との デ ー タ通 信 に使 用 す る こ とが できる

(注 2)14.100kHzの 月 波数 は,国 際 ビー コ ン計 画 (132)に 基 づ くビー コ ン電 渡 に使 用 され て い る。

く!日 〉
(CW) ^“

・SS8ノ CW
(RV・ 5ν・Fメ ) ^“

・SS● /C' ”い輌
(iY.3!.Fr)

(注)14.230MH2~14.250MH2の 周 波 数帯 の SSIV,FAXは ,主 は海 外 支 信 に使 用 す る。

21 バンド

21MHz′ ｀
'ン

ド:IARU第 3地域のバン ドプラン
`t

合 せ て ,21,070-2,,125kH2の 周 波 数 帯 を「 デ ー タ」 に区分 した。

Z4M!12 lf > t' : I A R U * l, S ? &W,A /<'t F a > > r-A1t <' *f /:(:fr{B L f:'
■

lr
lユ 員

“
/sse.ct

(1日 )

`oW)

∵■▼ |
I(RY)・ :|‐

ハ
“

・SS,′CW
(Rv・ ●・Fメ )

.1■ _,AIt,2●′CW “郎ロ
tH.s3B/CP
'i9v.n) ^■

・SSe′ OW

日 23MHzバンド

C):ARU需 1.第 2.第 3地域 の バ ン ドプラ ン を考 慮 して,28.070-23.150M Hzの 周 波 数 帯 を rデ ‐―夕」 に区

分 した。

② IBPに 基 づ くピー コ ン電 渡の 周 波数帯 を脚 注 に 表 示 した。

〈j主 1)

(;■ 2)

(,■ 3)

(;i4)

(l日 )

29000-2■ 300MHン の周 波 数 帯 は ,海 外 の 局 の AM/SS3又 は CW逓 情 に 使 用 す るこ とが で きる。

FM果 に よ るデー タ又 は画 像 通 信 は ,29.000-29.300MHど の周 波 数帯 を使 用 する
`′

レ ビー タの 入 出 力周 波 数 は ,別 に定 め る。

28130-28.200MH2の 周 波 数帯 は ,国 際 ビー コ ン計 画 (lBP)'こ 基 づ くビー コ ン電 波 に使 用 さ れ る。 これ に伴 い .28.200-

28.300MH2の月 波数 帯 の ビー コ ン電 波 は 1990年 1月 1日 まで に廃 止 され る。

―-5-―

(注 1)FM系 に よ る RTTY, SSTV及 び FAXの 運用 は.29.000MHz以 上 の周 波 数帯 を使 用 す る。

(注 2)レ ビー タ用 入 1'1カ 周 波 数帯 の 入 出 力周 波 数 は。 別 に定 め る。

lH,実施 IIキ期

今回の改正案については,現行のものとはとんど和逮ないので, JARL NEWS等で用知の上,II召和63年 4夕11:I

から実施するものとする。
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